
















































































































































































































































































































 稽古第四 47 章  嘉言第五 91 章  善行第六 81 章
立教第一 13 章 立教 4 章 立教 14 章 立教 8 章
明倫第二 108 章 父子 39 章 明倫 31 章 父子 17 章 明倫 41 章 父子 14 章 明倫 45 章 父子 10 章
君臣 20 章 君臣 5 章 君臣 10 章 君臣 8 章
夫婦  9 章 夫婦 4 章 夫婦 8 章 夫婦 5 章
長幼 20 章 長幼 3 章 長幼 4 章 長幼 10 章
朋友 11 章 朋友 2 章 朋友 3 章 朋友 1 章
通論  9 章 通論 2 章 通論 11 章
敬身第三 46 章 心術 12 章 敬身 9 章 心術 3 章 敬身 36 章 心術 16 章 敬身 28 章 心術 14 章
威儀 21 章 威儀 2 章 威儀 5 章 威儀 7 章
衣服  7 章 衣服 3 章 衣食 2 章 衣服 1 章























（一）　 1 章～ 15 章　父母への謹事・孝養
（二）　16 章～ 20 章　父母没後の親族への敬愛
（三）　21 章～ 23 章　父母に対する諫め
（四）　24 章～ 25 章　父母の病と看病
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（五）　26 章～ 33 章　父母の喪・祖先祭祀
（六）　34 章～ 39 章　通論
　第一には、父母に対する直接的な接し方について紹介する（1 章～ 15 章）。主
に『礼記』を引用しながら、父母への仕え方、孝養の尽くし方を採りあげる。
　第二には、父母亡き後の親族との接し方や、子の妻としてあるいは庶子として



























（1 章 -39 章）
稽古篇
（5 章 -21 章）
嘉言篇
（15 章 -28 章）
善行篇
（9 章 -18 章）
（一）父母への謹事・孝養   1 ～ 15 5-8,12,14,16,17 15-18 9,*10,11,13,*14,*17
（二）父母没後の親族への敬愛 16 ～ 20 *10,*17
（三）父母に対する諫め 21 ～ 23
（四）父母の病と看病 24 ～ 25 9 19 *14,15
（五）父母の喪、祖先祭祀 26 ～ 33 10,11,18-20 20-26,28 *10,12,16,18

















































































話集の研究―二十四孝を中心に―』（井上書房、1963 年 3 月）、黒田彰『孝子伝の研究』
「二十四孝の研究」（思文閣出版、2001 年 9 月）、金文京「『孝行録』と「二十四孝」再論」























巻 9）の題下注に「煕寧中、知広徳軍、年五十三」とあることからすれば、煕寧 2 年（1069）










が朱熹に同席していた時期は二期あり、淳煕 15,16 年（1188,89）と慶元 4,5 年（1198,99）














15　『小学』の章分けに関しては、『小学集註大全』（呉訥 集解、陳祚 正誤、陳選 増註、慶
安三年・武村市兵衛刊）に依拠した。明倫篇の 16 章を一章とするか二章とするかによっ
て、明倫篇の全章が 107 章となるか 108 章となるかの違いがある。『小学集註大全』は
明倫篇を全 108 章とする。
16　『小学』には、『孝経刊誤』で朱熹が経文とした文章のみを収めていることは、緒方賢
一「『孝経刊誤』と朱子」『集刊東洋学』81 号、1999 年 5 月（緒方賢一『中国近世士大
夫の日常倫理』中国文庫、2014 年 3 月所収）に指摘がある。
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17　善行篇 10 章に収める薛包の話も（二）の教えの具体例と見られる。前半では憎まれな
がらもよく両親に事え、父母の心を打ち解けさせるに至ったことを記し、後半では弟
亡き後の財産分与において甥（弟の子）を厚遇したことを記す。しかし甥への対応は、
財産を多く分与しながら、その甥はたびたび財産を失い、その都度薛包が救うことに
なる。朱寿昌が父の宗族、母の遺児たちを手厚く遇し、親族をまとめているのとは異
なる。薛包は（一）の好例ではあるが、（二）の例としては適切とは言い難い。陳選も
また、朱寿昌のようには薛包に対して特別な解説を加えることはない。
